	基本操作－１０
	温  度  計  の  取  外  し
	作  成
	

	
	
	
	

	
	ポイント

	
	・保護管の無い温度計は、運転中に取外してはならない。
　（安全対策実施後、取外す）
・保護メガネ・指定された保護具を着用のこと
(1) ネジタイプの場合、保護管を外さないよう注意する。
(2) 保護管の腐食等で保護管の内部に洩れることもあるので保護メガネ、指定された保護具をつける。
(3)水等が入る可能性がある場合は、取外し後にプラグ等の耐候性のあるものでシールする。
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